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える．特性関数形の協力ゲームとして定式化した場合  

の．被空なコアが存在するための十分条件についての  

報告があった．  

（2）「Cost Allocation Using Variable Weights and  

CooperativeGame」   

中林 健（政策研究大学院大学政策科学専攻）   

把寝できるコスト・便益に関するデ¶タを基に，共  

同事業にかかる固定贅用を複数の主体に配分しなけれ  

ばならない問題において生ずる社会的ジレンマにおい  

て，各主体の利己性を前提としながらも合意を形成で  

きるような方法を，DEAと協力ゲ憮ム理論を組み合  

わせることにより考察した結果が報告された．  

轡≡不確実性下のモデル分析とその応用囁  

・第6国  

日 時：12月14日（七）14：00～17：0り  

出席者：18名  

場 所：九州大学経済学部4階演習室  

テ【マと講師：  

（1）「マルコフ決定過程におけるリスク評価と動的計画  

法」   

番田敏治（九州工業大学工学部），小林正和，榎田   

美和（九州工業大学大学院工学研究科）   

有限な多期間のマルコフ決定過程において，状態や  

政策を集合として定義し，これらの空間において，状  

態と決定において確定問題と確率問題を走黄するとと  

もに，政策の制限を考察する．配分問題の目的として，  

ポhトフォリオ選択問題を定式化し，弼依確率最大化，  

VaR最大化などの問題に関する性質を定理として示  

した．  

（2）「ロジスティクス・システムにおける平均在庫と情  

報共有の効果について」   

大久保幸夫（鹿児島国際大学経済学部経営学科）   

小売店と卸売業者の2レベルの在庫管j型システムを  

仮定し，小売店における補充サイクル発注量の統計的  

性質と，最終的な祷充在庫の量との関係を式として求  

めている．特に，卸売業者が小売店における需要の性  

質を知ることができる場合には，在庫の贅用を削減で  

きることを明らかにし，その教皇を推定している．  

・第168回  

日 時：12月21日（t）14：00－16：30  

オペレ¶ションズ・リサ冊チ  

研究部会報  

恕ゲ『ム理論とその応用囁  

・第28固  

日 時：11月30日（土）14：30～17：45  

出席者：30名  

囁 所：東京工業大学大岡山キャンパス酉9号館715  

号室  

テ出マと講師：  

（1）「OnfuzzyclangamesJ   

Professor Rodica BRANZEI（りAlexandruIoan   

Cuza”University，Romania，temPOrally Tokyo  

InstituteofTeclmology）   

ファジ【ゲームのうち，提携が力をもつためにはあ  

るグループのプレイヤー達の参加が必要であるファジ  

【クランケームについて，そのコア，安定集合がどの  

ような形状をとるかが報告された．  

（2）rAvonNeumann－MarshallProgramJ   

ProfessorJie－Ping MO（Academia Sinica，Ta－  

iwan，ROC）   

フォン・ノイマンの大きな5つの仕事，一般ゲ」ム  

理詮，成長理纂，提携形ゲ折ム理論，割当市場ゲ冊ム  

理念，計算槙理詮を統合することにより，経済学にお  

ける資本，生産，市場を捉えていく試みが報告された．  

・第27国  

日 時：12月14日（土）14：30－17：45  

出席者：35名  

喝 所：東京工業大学大岡山キャンパス酉9号館910  

号室  

テ℡マと講師：  

（1）「Su疏cient Conditions for Nonernpty Core of  

Minimum Cost Forest Games（joint with H．Nir  

shino）」   

梅澤正史（庭番義塾大学大学院理工学研究科開放環   

境科学専攻）   

ネットワーク上の複数の供給地から，財が消聾者に  

供給される状況において，各消聾者の需要量を満たし  

ながら供給に要する貸用を最小にする場合，その肇用  

を消聾者に如何に分担させればよいかという問題を考  

案姥（74）  
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を用いて出力値を見積もることにより，確率的DEA  

を解いた．  

（4汀区間効率値とその改善」   

円谷友美（高知大学）   

全DMUに関して最大の絶対効率値に対する個別  

DMUの絶対効率佳の比率を相対効率俵とし，その儀  

の上限と下限を考慮することにより区間効率モデルを  

提案した．下限を考慮した出力の改善方法，さらに，  

区間効率値にもとづくDMUの半坂啓開係について  

述べた．  

（5）rSensitivityanalysisofAHPandANP」   

関谷和之（静岡大学）   

AHPの階層構造ならびにANPのネットワーク構  

造において，一部の評価ベクトルが変化した時に，主  

固有ベクトルで与えられるウェイトベクトルの陽表現  

式を与え，教員の評価問題を例にして，その感度分析  

に適用法を示した．   

⑰不確実環境下での意思決定法恐   

・シンポジウム  

日 時：12月21日（土）13：00～17：30  

12月22日（日）10：00～12：00  

参加者：12名  

萄 所：日本工業大学学友会館（埼玉県南埼玉郡宮代  

町）  

講演数：9  

テ市マと講師（＊印は講演者）：  

（1）12月21日（土）13：30～14：05  

「StoppedSemi－MDPswithMultipleConstraints」  

＊堀口（千葉大学博士課程），鹿野（千葉大学教育）  

（2）14：10～14：45  

TA fuzzy stopping problem with the concept of 

perCeption：TheInfinitehorizoncase」  

＊蔵野（千葉大学教育），安田（千葉大学理学），中神  

（千葉大学理学），吉田（北九州大学）  

（3）14：50～15：10  

「YieldManagementinFuzzyEnvironmentsJ   

Gang Wang（Tsinghua University），＊Kakuzo  

Iwamura（JosaiUniversity）  

（4）15：45～16：20  

「2変量Poisson分布の混合分布について」  

＊トゥムルホヤグ・サンジミャタワ（防衛大学校研究   

科情報数理），河村鵬知（防衛大学校情報数理）  

（75）23ら   

出席者：23名  

囁 所：東京工業大学酉8号館（W）809号室  

テ塑マと韓師：  

（1汀ピアツーピア（P2P）ネットワークの動向」   

川島幸之助（東京農工大学）   

従来のサpバ・クライアント通信の概念と異なるピ  

アツーピア通信の窺要が紹介され，ピアツーピア通信  

の測定に基づく続言十解析研究，ネットワけタ構成の研  

究，および最近のアプリケーション関連研究について  

報告かなされた．  

（2）「マルコフ的ネットワークにおけるノ【ド到着過程   

のLaplace－Stieltjes変換の導出とその特性」   

加藤憲一（山形大学）   

GI／Gハ待ち行列の減衰率を導出する解析法を用い  

て，待ち行列網の一つのノ岬ドを取り出して減衰率を  

解析する取り出し解析法の提案がなされた．次に客が  

循環しないネットワォクには取り出し解析法か適用で  

きることが紹介され，客が循環するネットワ【タへの  

適用における問題点について報告がなされた．  

・寮16回  

日 時：12月21日（土）13：30～17：00  

出席者：16名  

場 所：政策研究大学院大学  

テ市マと講師：  

（1）「台形型ファジィ数を用いたDEAモデル」   

田中敏朗（法政大学大学院工学研究科システム工学   

専攻）   

入出力データ儀が台形型ファジィ救で与えられる  

DEAモデルに対して，ファジィ効率値のメンバーシ  

ップ関数のα－Cutの上下限値を定式化した．  

（2）「制約を含むAHP・数理モデルの構築」   

古川公一（法政大学大学院工学研究科システムエ学   

専攻）   

制約を考慮した下で，一対比較行列とのある意味で  

の偏差を最小化するAHPの数理計画モデルを提案し，  

資産配分問題に連用した．  

（3）「bootstrap法を用いた確率的DEAに関する研究」   

来田健司（法政大学大学院工学研究科システム工学   

専攻）   

入力項目についてほ実測値，出力項目については予  

測値ならびに正規分布を仮定したもとでbootstrap法  

2003年3月号  
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く5）16：25－17：00  

「最適経路問題における区分的最適化に対する統計評  

価」   

本田善夫（防衛庁技官，防衛大学校研究科情報数   

理）  

（6）17：05－17：30  

「2変真の混合分布及び最適経路問題についての補足  

事項」   

河村一知（防衛大学校情報数理）  

（7）12月22日（日）9：00～9：20  

ショ竹¶ト・コミュニケーション  

“国際全盲義報告会：ISDG，BC，DSSG”  

（削9：25～9：55  

「数式処理を利用したLipshitzアルゴリズム」   

正道寺勉（日本工業大学工学）  

（9〉10：00～10：35  

「Stabilization of Uncertain Systemsby Means of  

Singt11arPerturbation」   

雨宮 孝（都立科学技術大学工学）  

（1功10：40～11：15  

「地下水資源と準線形化」   

小田中敏男（都立科学技術大学名奮教授）  

（11）11：20～11：50  

フリ冊卜析キング＆ディスカッション，今後の部会の  

運営方法など   

アルゴリズムと最適化 

・第9詞  

日 時：1月11日（土）14：00～18：20  

出席者：25人  

場 所：筑波大学第三学群K棟404董  

テ覇マと講師：  

（l）「桟韓スケジューリングにおける制約伝播技術」   

宮本裕一郎（上智大学）   

与えられた制約条件から自明でない条件を導き出す  

制約伝播技術の1つ，区間制約テストが詳しく解説さ  

れた．区間制約テストはジョ、アシヨッブスケジュ…リ  

ングの分杖限定法用に開発されたものだが，他の機械  

スケジュ師リングへの応用が計算確実験の結果ととも  

紹介され，テスト自体を高速化するためのテ左【タ構造  

も凍寒された．  

（2）「カオスと最速化巾分岐現象詮的シナリオ」   

徳田 巧（室蘭工業大学），合憤一章（東京大学），  

2：雑（76）   

徳永隆治（筑波大学）   

非線形最適化の新手法としてカオスを伺いた確定的  

算法が擢寒された．最適化に対するカオスの有効性は  

実験的に確認されているが，そのカラクリの本質には  

依然として不明な点が多い．誇演では，分岐項象詮的  

視点から最適化を行なうカオスの力学梼造について1  

つのシナリオが示され，カオスがなぜ有効に複能する  

か解説された．  

（3）「グラフィカルモデルの運転操作行動のモテリレ化」   

赤松幹之（産業技術総合研究所），坂【】靖鐘（人間   

生活工学研究センタ…）   

個人に適合した自動車運転支援システムの実現に向  

け，実験車を使って収集された運転行動の計測テ」タ  

が報告された．このデふタをもとに，交差点でドライ  

バ加が行なう一連の操作などをノ憮ドにもつペイジア  

ンネットワ巾クモデルが構築され，各ノ【ド間の関連  

によって通常の運転行動からの逸脱を判淀できること  

が説明された．  

日 時：1月17日（金）19：00－21：1（I  

出席者：20名  

場 所：早稲田大学西早稲田キャンパス14号館801  

会議室  

テ℡マと講師：  

（1）「会計発生高及びその構成要素の株価への影響の分  

析」   

汀原 均（筑波大学社会工学系）   

円本企業は．経営者自らが業績予想を薙表するとい  

う米国株式市場には見られない特徴を有している．経  

営者は会計操作を通じて業績を安定化させるインセン  

ティブを有する．これらの行勧がアノマリ巾を生じる  

か否かについて，ランキングポゎトフォリオ構成し収  

益率を比較した実証研究の報告がなされた．  

（2汀マクロ的なデフォルト件敦・金額オプション：カ  

ウンティング・オプションの理詮と応用」   

森辛夷一郎（産腐義塾大学総合政策学部）   

倒産件数，不動産の空室致などイベントリスクに対  

する保険の問題を，ポアソン過程の下でのカウンティ  

ングコ”ルオプションとして定式化した．ポアソン過  

程がマルチンゲ冊ル性を有する場合，エッシャー変換  

を適用することによって．このオプションの評価が比  

較的容易に導けることが示された．  

オペレ岬ションズ・リサ…チ  

J   

J   
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